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 論文審査の結果の要旨
 希土類モノプニクタイドは希土類やプニクトゲンの種類によって,ヘビーフェルミォン状態や
 価数揺動などの多彩な物性を示す。しかし,その振舞いの原因となる伝導電子と4f電子の相互
 作用はこれまで実験から直接求められたことはなかった。
 本研究の目的は,磁場によるフェルミ面の変化から伝導電子と4f電子の相互作用を実験的に
 評価することである。そこで基底状態が一重項であるTmSbとPrSbに着目した。これらの物質
 では,零磁場で,磁気モーメントを持たないが,磁場を加えると励起状態の混入によって磁化が
 誘起される。従って磁場に誘起された成分として,伝導電子と4£電子の相互作用を直接観測す
 ることができる。実験としては,密閉タングステンルッボを用いたブリッジマン法によって,大
 型単結晶を育成し,それを用いて,dHvA効果,SdH効果および磁化の測定を強磁場下で行った。
 そのために,強磁場下でのdHvA,SdH効果の測定装置を製作し,また磁化測定装置を改良した。
 TmSbの磁化の異方性を,結晶場とTmイオン間の相互作用をとり入れたモデルで説明した。
 また音響的dHvA効果によってTmSbのフェルミ面を初めて決定し,これがLaSb型であること
 を明らかにした。しかも,α電子面とβホール面がスピン分裂していることを見出した。これは,
 伝導電子と4f電子の間の交換相互作用に起因したものであり,各バンドについてその大きさを
 求めた。また,従来より強磁場によるフェルミ面の変化が期待されていたPrSbは,dHvAおよ
 びSdH効果を300kOeまで調べたが,励起状態の混りが小さくフェルミ面の変化が小さいことを
 明らかにした。
 以上述べたように本研究は,希土類モノプニクタイドについてその物性の本質をなす伝導電子
 と4f電子間の相互作用について大きな知見を得,今後のこの方面の研究に資するところ大であ
 る。これらの結果は二森茂樹が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。よって二森茂樹提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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